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１ 審議内容・目的 

• 昨年7月に取りまとめられた中間答申において提言された重点研究開発課題のうち、 
「社会（価値）を創る」分野を中心に、自律型モビリティシステム、先端IoT等の技術分野、
さらに、AI・脳研究分野に関する課題について重点的に議論し、具体的なプロジェクトの
推進方策、研究人材の育成方策、標準化ロードマップ等について検討。 

２ 検討体制 

• 技術戦略委員会の下に、自律型モビリティシステム、先端 IoT等の技術分野の 
技術開発等に関する課題を検討する「先端技術WG」を設置するとともに、AI・脳研究分野
の技術開発等に関する課題を検討する「AI・脳研究WG」を設置する。 

• 研究人材の育成方策、標準化ロードマップ等については、技術戦略委員会において検討
を行う。 

３ スケジュール 

• 平成２８年３月目途に中間取りまとめ、 
• 同年７月目途に第２次中間答申 

先端技術分野の推進方策の検討 

＜技術戦略委員会（第７回会合） 「新規WGの設置について」 より抜粋＞ 

先端技術ＷＧの検討事項 
 情報通信ネットワークにより高精度かつ安全・安心に制御する電気自動車、支援ロボット、ドローン等の自律型モビリティシステム、
さらに大量のＩｏＴを利用するスマートシティ等の公共分野、産業分野における先端的なＩｏＴ関連技術等の研究開発・標準化に係る
推進方策等に関して調査、検討を行うこととする。 
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未来社会を開拓する世界最先端のICT 
社会を 

観る 繋ぐ 
社会を 

創る 
社会（価値）を 

 センシング＆データ取得基盤分野 
 電磁波センシング（超高性能レーダー等） 
 センサーネットワーク（IoT2.0等） 
 センサー・ソーシャルデータ取得・解析 

 
 

 統合ICT基盤分野 
 コア系（光通信基盤等） 
 アクセス系（モバイルNW技術等） 

 データ利活用基盤分野 
 ビッグデータ解析（人工知能等） 
 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（自動翻訳等） 
 アクチュエーション（自動制御等） 

守る 
社会（生命・財産・情報）を 

◆ 情報セキュリティ分野 ◆ 耐災害ICT基盤分野 

 拓く 
未来を 

◆ フロンティア研究分野 

ICTは国の持続的発展と安全・安心を確保するための基盤であり、次の5年間において、国及びNICTは
基礎的・基盤的な研究開発をしっかりと進めていくことが必要。 

情報通信審議会中間答申の概要（重点研究開発課題） 

世界最先端の「社会全体のＩＣＴ化」（ソーシャルICT革命）による先進的な未来社会の実現 
→新たな価値の創造、社会システムの変革 

新たなIoT時代に対応した世界最先端のテストベッドを整備し、最新の研究開発成果をテストベッドとして
研究機関やユーザー等に開放することで先進的な研究開発と実証を一体的に推進。 

フィードバック 
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 自動走行技術については、内閣府SIP「自動走行」プロジェクトにて、関係省庁が連携・分担して推進。これを支える 
技術として、総務省は通信ネットワーク技術の開発等を推進。 
（国土交通省においては道路の整備・高度化、経済産業省は隊列走行の研究開発等を推進。） 

 自動走行技術を実装した自律型モビリティシステム（電気自動車、電動車いす、支援ロボット等）は、 
高齢者・障がい者の安全・安心な生活、多様な経済活動の生産性確保等に資するため、早期の社会実装が期待。 
「先端技術WG」では、以下のような自律型モビリティシステムの課題及びその他の先端的なIoT関連技術に関する 
今後の推進方策を検討。 

【検討課題例】 

① 自律型モビリティシステムのネットワーク制御における高信頼化、緊急時の自動停止、再起動等の安全対策、衛星測位等も組み合わせた 
移動の高精度化の実現方策 

② 自動走行に必要不可欠な高度地図データベース（ダイナミックマップ）の高効率なリアルタイム更新や各車への高効率情報配信の実現方策 

③ 車載及び路側の画像センサ等の情報を自律型モビリティシステムに最小の遅延で伝送する先端IoTネットワークの実現方策 

効率の良い通信方式により、 
高度地図情報のリアルタイム更新・配信 

自動走行技術等の社会実装を加速化し、ＩＴＳをより高度化 
安全・安心で快適な社会の実現 

ネットワーク制御型 
工事車両 

過疎地向け 
電気自動車 

自律電動車いす 

各種の自律型モビリティ 
システム（電気自動車、 

電動車いす等） 

自律走行型案内ロボット 

多様な応用分野 
（ロボット、ドローン等） 

荷物運搬用 
自動飛行ドローン 

高度地図データベースと情報の伝送遅延を最小化した 
先端IoTネットワーク等による自律型モビリティ社会の実現 

自律型モビリティシステム、先端ＩｏＴ等の推進方策の検討 3 



 今後、様々なIoTサービスが社会展開・実装されていくことが期待されるが、それぞれのサービスに求められるネットワーク要件、 
セキュリティ要件、分析・解析等技術に求められる要件等は異なる。 

 例えば、自動走行や自律型モビリティシステムにおいては、刻々と変化する状況をリアルタイムに把握・分析し、適切な措置を取る 
必要がある。他方、スマートシティ・スマートハウスにおいては、都市空間に展開される膨大なセンサ・アクチュエータ等を対象に情報
収集・制御等を行える必要がある。 
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低（遅延許容度：高）                        高（遅延許容度：低）  

スマート農業 

インフラ維持管理 

スマートシティ・ 
スマートハウス 

自律型モビリティシステム 
（電気自動車、農業機械、 
工事車両、電気車いす、 

サービスロボット、ドローン等） 

多様なIoTサービスを創出する 
共通基盤技術 

機械制御 
（工場等） 

自動走行 

※その他、必要に応じ、求められるセキュリティ強度等、 
    他の検討軸も含めて検討 

接
続
数 

リアルタイム性 

① ネットワークとの間の 
情報のやり取りに 

超低遅延が必要な分野 
＜主として移動系IoT＞ 

本格的なIoT時代はあらゆるものがネットワークと 
つながり、付加価値の源泉がネットワークの 
向こう側（ソフトウェア）に移行することが予想。 
（ex. i-Phone、テスラ 等） 

⇒多様なIoTサービスを創出し、産業全体の 
知識化・ソフトウェア化の動きに対応するため、 
①超低遅延や②超大量接続を可能とする 
先端的な通信制御プラットフォームの 
早期実現を目指す。 
（本WGで推進方策を検討） 

先端技術WGで取り扱う分野について（案） 4 

② 膨大な数のセンサーと 
ネットワークとの間の 

同時接続が必要な分野 
＜主として固定系IoT＞ 



図）MRI作成 

自動走行 
システムの実現 

インフラの維持・管理 
の高度化 

生産・製造現場での 
人間との共働、無人化 

独り暮らしの高齢者等の 
安全・安心な生活の実現 

あらゆる世代の人に寄り添った
快適なサービスの提供 

あらゆる世代の人の外出・移動を 
支援するシステムの実現 

各システム及びネットワークの向こう側にある見えざる手
（次世代人工知能と日々高度化するソフトウェア） 

自律型モビリティ社会について（案） 5 

 「自律型モビリティ社会」とは、超高齢化社会を迎える中で、すべての人が寿命を迎えるまで、自律的な移動を可能とし、安全・安心で
豊かな生活を送れる社会、また、人口減少により労働力の確保が難しくなる中で、自律的に稼働するロボットや産業機械等により生産
性を確保し、持続的に経済成長する社会とする。 

 このような社会を実現するため、「自律型モビリティ・システム」とは、 
・ あらゆる世代の人の移動手段を提供するネットワークと連携した電気自動車、電動車いす 
・ あらゆる世代の人の自宅まで生活必需品を毎日搬送するようなネットワークと連携した無人飛行機 
・ あらゆる世代の人の安全・安心で快適な生活を見守るコミュニケーションロボットや支援ロボット 
・ 生産現場やインフラの維持管理等で、人間と共働したり無人で生産・監視を行うネットワークと連携した製造ロボットや産業機械（無人建機・農機等） 

等とする。 



１ 移動系IoT（自律型モビリティシステム）に関する論点例 

先端技術ＷＧの論点例（案） 6 

（１） ネットワークについて 

・情報の伝送遅延に関する要求条件 
・同時接続数に関する要求条件 
・情報伝送に係るセキュリティに関する要求条件 
・制御用やセンサー情報収集用のネットワークの在り方 
 →５Ｇネットワークの必要性 
・インターネット上の莫大な情報流通を支える高度化技術（IPv6、WoT等） 
・研究開発、標準化の対象項目、ロードマップ 

（２）  プラットフォームについて 

・電気自動車、支援ロボット、無人飛行機、無人建機・農機等のプラットフォームの在り方 
 →プラットフォームの共用は可能か 
・協調制御の在り方 
 →車両同士や車両とロボット同士のような協調制御の在り方 
・マルチベンダー化の推進 
 →異ベンダー間のコミュニケーションロボット等の相互接続性・相互運用性の確保 
・地図情報、位置情報の在り方 
 →ダイナミックマップの地図情報や準天頂衛星の位置情報は多様なモビリティシステムに活用可能か 
・研究開発、標準化の対象項目、ロードマップ 

（３） セキュリティ確保について 

・セキュリティの確保の在り方、制御情報や地図情報が改ざんされた場合の対応方法 
 →自律型モビリティシステムの安全な停止、正しい情報の取得、再起動の方法 

（４） 環境整備に係る課題整理 

・自律型モビリティシステムが対人・対物に傷害・被害を及ぼした場合の対応 



２ 固定系IoT（スマートシティ、スマートファクトリ等）に関する論点例 

先端技術ＷＧの論点例（案） 7 

（１） ネットワークについて 

・同時接続数に関する要求条件 
・情報の伝送遅延に関する要求条件 
・情報伝送に係るセキュリティに関する要求条件 
・制御用やセンサー情報収集用のネットワークの在り方 
 →携帯電話ネットワークやWi-SUNの活用、設計のためのエミュレーション環境の必要性 
・インターネット上の莫大な情報流通を支える高度化技術（IPv6、WoT等） 
・研究開発、標準化の対象項目、ロードマップ 

（２）  プラットフォームについて 

・IICやインダストリー4.0の活動の分析 
・スマートシティのプラットフォームの在り方 
 →スマートメーターやスマートホームとの連携、Wi-SUNの活用 
・スマートファクトリのプラットフォームの在り方 
 →機械のモニタリング等におけるWi-SUNの活用 
・マルチベンダー化の推進 
 →WoTの活用による多様な種類・ベンダーのセンサーの柔軟な利用の実現 
・研究開発、標準化の対象項目、ロードマップ 

（３） セキュリティ確保について 

・セキュリティ確保の在り方 
・パーソナルデータの取り扱いに関する課題 
・その他（eSIMに関する海外動向等） 
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